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で
初
演

テ
ヽ

０
イ
ド

ニ

ュ
ー

ス

一
一月

七

日

号

よ
り

『東
と
西

デ
ト
ロ
イ
ト
で

音
楽
的
田
和
の
出
会
い
」

●

，
―

●

―

夕

●

●

シ

，

―

ド

レ

ー

シ

て

０

０

●

，

判

摯

み

０

●

●

―

ラ

ツ

タ

　

，

０

ム

　

，

，

バ

′

０

●

ン

，

―

―

■

●

，

　

十

三

■

■

，

た

，

，

　

初

め

て

，

，

，

力

〓

距

で

０

公

■

‘

●

　

●

′
ブ

，

ラ

ス

の

日

本

書

栞

，

紹

介

し

て

い

０
　

十

ｔ

人

“

娘

り

，

ｏ

　

●

，

力

　

●

′

ホ

●

ア

は

全

”
日
　
地
元
の
オ
ー
タ
ス
ト

，
　
ｉ
ｌ
ル
マ
最
薔

■
，

●
０
ホ
一
伝
彙
ｍ
〓
会
●
薪
す
〓
ヨ
●
●
●

＾
●
苺
一

，

自

０
ブ

ｏ
グ

，

●

■

●

　

凛

西

０

■

能

を

瑣

，

ｔ

て

，

こ

す

０

■

画

を

呼

ゆ

‘

し

て

お

，

　

●

て
●
〓
燿
珪
作
腱
　
弥
”
勁
彙
・
●
〓
０
重
が

，

キ
，

”
　
●
０
日
の

，
ヽ
は
　

，
，
・
ル
の
　
デ

●
０
一
●
よ

，
●
●
●
や

，
そ
●
踊
的
●
′
０
デ

´
―
●
　
●
●
‘
楽
轟

，
■
●

，
合
●
　
“
捩
す

と
い
う
手
た
て
あ
●

● ■ jt'米 の シ ●,の
グ 棒 演 |‐ 共 ガ 催 オ

=ぅ 餞 rヵ o,■ レ 繊 1月
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れ
‘
●
ざ
皓
１

一
て
し
ま

，
‘
　
僣
が
そ

の
初
０
で
の
体
験
を
楽
ｔ
ん
‘
さ
え

い
る

●
，
で
　
清
奏
が
次

々
‥
澱
み
な
く
遣
ん

で
，

ｔ
一
（由
崎
Ｋ
康
）

一
ｔ
に
か
く

や
ラ
ツ
ン
　
●
ン
サ
ー
ト
が

贅
あ
る
よ
で
重

０
■
す
架
を
背
負

¨
イ
歩

Ｏ
ｔ

い
る
と

い
う
輌
褥
状
態
て
し
た
Ｌ
人

偽
来
穂
千
）

マ
ラ
ツ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
で
の
ジ
ョ

ン
■
７
１
ジ
ヘ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー嫁^

粋
）

「
，

　
日
本
●
今

，
で
あ
な
た
こ
と

，
ス
　
●
●

●
ち
０
し
■

，
及
ぼ
０
た
て

，
て
ヽ
が

０
　
０
　
こ
●
‘
ず
●
＾
マ
、
バ
か
ら
来
た
　

，

，
　

，
，
パ
イ
苺
　
イ
ン
ト
の
薔
東
ま
た
ち
‘
純

●
４

，
■

，
始
め

，
し
た
　
私
“
螢

，
か
ら
ｔ
●

●
た
オ

●
´

，
，
　

，
●
　
タ
サ

，
，
す
０
●
ス

＾
ル

‘^
薔
ざ

や
ア
ル

，
ィ

，
，
，

ス
リ
１
０

．
萩
人
の
首
幸
・
‘
●

，
本
０
腋

，
，
０
■
　
一〇

ネ
“
■
●
■
●
ヽ
　

，
■
で

，
か
０
●
者
辛
●
最

零
し
て

，
め
た
０
の
で
　
そ
０
「
‘

一
■
■
象
●

壕
●
た
の
０
祥
い
数
ス
■
●
い
た
０
い
て
し
ヽ

当
時
　
“
本
人
掟
●
●
●
―
●
―

，
＾
麟
■

，

一

ｔ
栞
て
　
私
●
●
菫
ｔ
●
●
●
レ
ビ

，
ス

，
■
の

毎
週
金
嗜
‘
０
午
後
０
●
■

，
〓
〓
ｍ
ａ
■
て
電

く
●
と
が
糾
栞
た
の
で

，

ｕ
摯
　
日
本
を
億
口

＾
少
●
く
‘
‘
ｔ
面
く
ら

い
０
）
肪
ｈ

，
し
た
　
ヤ
し
て
鶴
沐
大
和
か

，
●

笙
，
て
い
０
蘭
ｔ
一
〓
　
一
き
●
摯

，
　
そ
０
メ

●
京
ち

＾
　
ｔ
や
寺
の
睾
の
あ
０
と

，
ろ
＾
鰊
●

会
い
Ｏ
ｉ
‘
〓
０
●

η
会
　
し

，
あ
ｔ
口
寺
と
い
う
Ｏ
Ｌ
京
都
０
●
●

の
実
在
の
お
０
あ
‘
愉
で

，
い

，
　
岩
●
と
が

そ
の
〓
わ

，
●
小
「
を
漱
ょ
っ
め
た
直
の
あ
る
お

●
て
　

，
れ

，
こ
０
日
に
影
■
を
与
え
た
い
て

，

か
，

●
　
０
　
で
０
　
●
あ
饉
●
〓
‘
０
●
‘
方
で

，

，
れ
た
わ
●
で

，
あ
―
‘
●
ん
　
で
●
●
京
●
＾

●
〓
碗
お
な
が
ら

，
い
た
０
そ
●
な
く
　
・一
ュ
ー

●
１

，
φ
宮
宅

，
あ
る
屋

，
■
●
が
ら
０
画

●
●

０
で
す
（実
）

ｔ
，
，

あ
石
‘

，
↑

，
い
ｔ
の
て

，
が
　
あ
て
０
●
お
●
よ

，
に
十
五
■
の
る
●
■

い
て
い

，
す
　
ｔ
Ｏ
イ
ち
め

，
わ

，
０
■
る
●

く
，
■
で
な
く
よ
う
に
ヽ
口
〓
あ
■

，
　
か

，

，
●
た
　
と

，
０
右
＾
●
か
０
い
‘
い
●
●
●
の

で
　
あ
の
〓
わ

，
，

ぐ
●
＾
と
口
●
‘
●
ｔ
●
●

●
‘
ゼ
κ
●
‘
　
る
０
●
“
の
一
部
々
●
て
こ
と

，
で
‘
‘
し
た
　
マ
０
“
ぉ
ヽ
検
”
０

一
”
筒
一

と
豪
”
の

、
ビ
ッ
チ
一
●
掟
●
し
た
０
で

，
　
そ

の
“
果
●
〓
●
か
ら
■
‘
ん
‘
■
一
て

，
，
Ｉ
●

が
　
秒
‘
‘
‘
で
綸
●
て
い
く
●
う
な
グ

，
ッ
サ

ン
●
あ
●
凛
て

，
　

あ

０
●

一
，
４
●
ｔ
●
対

Ｒ
的
●
力
条
■
＾
書
●
崚
●
　
量
０
大
‘
●
ξ
‘

唸
‘
っ
０
●
＾
３
●
対
『
的
‘
●
子
ｔ
口

一
て
い

●
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
■
●
■
子

リ

ン
カ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で

二
月
九
８
　
思
一
ｔ
●
●
一
＾
―
ョ
ー

た
―

ル
ラ
‘
ウ
ズ
室
内
“
団

一指
揮
者
を

持
た
十
　
日
員
●
４
見
を
出
ι
合

●
て

，

，
十

，
ブ

”
を
件

，
―
●
●
■
く

‘
い
う

民
■
的
ｉ

´
，
′
′

，
貰

い
´
Ｌ
‘
谷
＾

川
イ
　
＝
静
的

●
ュ
〓
―
ク
〓
活
動
を
注

●
，
お

，
　
ヽ
Ｈ
Ｒ
ｉ
ｔ
Ｈ
７
●
＾
た
）

”
′

，
パ
ー
子

―
う
●
〓

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

セ
ン
ト
ル
イ
ス
ヘ

ニ
月
十
日
　
ス

，
，

■
―

●
〓
〓
´

＝
“
晨
‘
薇
ｔ
●
　
＾
●
‘
´
■
　

一

―
ク
を
た

っ
´
ｔ

，
卜

●
　

●
〓
て

，
■

公
ユｔ

ン
ト
ル
ィ

ス
〓
　
↑
ま
■

，

，
■

力
の
ｒ
じ
ｔ
は
全
く
異
な
り
　
吉

●
コ
ー

●
ッ
パ
を
Ｕ
わ
せ
る
第
ち
■

０
た
歯
で
あ

‘
　
●
ン
ド

″
イ
ス
で
は
■
本
韓
の
オ
ベ

，

＾
め
だ
〉
が

一
九
七
九
年
に
ア
メ
リ
ヵ

初
演
さ
れ
　
＾
ι
‘
う
る
０
〉
が
ｔ
ン
ト

ル

イ
ス
　
■
ペ
ラ
　
ン
ア
タ
ー
の
委
‘

に
よ

っ
て

一
九
人
■
年
に
初
お
さ
れ
て
い
る

そ
れ

，
の
公
■
に
は
集
団
の
メ
ン
六
―
の

何
人
か
が

，
加
し
て
い
る

●
二
本
唸
の
青

楽
は
　

，
レ
ー
ル
イ
ス
の
人
た
ち
に
と

●

て
　
も
は
や
身
内
の
青
楽
で
は
な
か
ろ
う

か
一
ｔ
地

几
紙

●
，

”
せ
る
に
〓
　
”
互

Ｌ
に
風
近
感
を
持

つ
‥
こ
ろ
で
あ
８

一^

繕

に
出
迎
え
て
ド
さ

。
た

●
米
協
会

の
方
の
行
届

０
た
準
崎
を
欽
迎
に
馨
激
し

‥
し
た
　
す
る
イ
ス
ー
で
気
を
配
；
や

書
楽
を
受
す
る
０
の
豊
さ
を
ひ
し
ひ
ι
〓

マウツシコン,― |てイレ,ビ●―t"ス ●

′●  ́ ケーラ氏

，
●
　

　

１

一
　

■

●
ｉ
ｔ
●

〓
一

１
　
■
　
一
一
　

●
´
■
●
一
〓
■

一
―

‘
れ
ま
せ
た
●

，
じ
″
は
ろ
え
）

セ
ン
ー
ル
イ
ス
　
ポ
ス
ー
　
デ
ィ
ス
パ
ツ
チ

ニ
月
十
二
Ｂ
号
よ
り

抜^
稗
）

「日
本
書
星
否
凛
団

シ
エ
ル
タ
ン
ホ
ー
ル
で
成
功
」

（
前

嗜

）

，

く

０

日

本

０

就

Ｆ

末

●

聞

Ｋ

ι

よ
，
■
■
●
“
う
で
あ
る
と
０
わ
れ
る
一
ネ
¨
‘

，
一
つ
０
「
面
“
　
賣
東
を
蒸
換
ｔ

一
■
大
西
“

こ
“
立
さ
●
た
日
本
書
集
■
□
●
お
け
る
●
０
が

示
し
て
い
る
０
だ
　
　

中^
“
）
口
茉
協
会
セ
ン
ト

ル
イ
メ
文
“
ι
　
今
年
十

一
月
に
東
●
●

＾
ｔ
●

，
‘

，
ヽ

，
特
●
て
行
‘
セ
ン
ト
ル
イ
ス
　

，
＾

，
●
●
の
■
籠
●

，
●
日
本
書
荼
菫
回
公
鰊
●

，
，

●
０
´
Ｉ
Ｘ
ン
　
´
●
ル

，
シ
　
コ
ン

，
―

ボ
ー
ル
で
■
さ
れ
た
公
薇
０
中
で
■
■
あ
蔵

功
ｔ
螢
え
●
●
●
掟
禁
で
あ
●
●
　
〓
た
　
く
０

素
“
ら
し
い
〓
Ａ
●
１
●
‘
に
日
本
的
て
　
●
‘

，
●
と
０
●
か
エ
ギ
′
テ
ィ
ッ
タ
で
あ

，
な
が
ヽ

奎
て
０
鹿

，
●
８
３
●
■
弩
で
‘
る
よ
う
　

，
ス

●
●
‘
こ
う
ヽ
西
痒
的
な
●
集
性
●
九

，
ｔ
取
入

ｈ
一
●
‘
　
　
〓^
■
）
〓
ホ
０
日
本
■
豪
ふ
回
の

た
０
●
■
■
●
■
●
●
●
　
●
●
―
―

，
，
の
長

■
，

判
ざ

，
‘
‘
　
”
´

，
８
０
あ
る
●

，
”

‘
＾
”
●
０
本
０
確
棗
や
軍
条
●
式
に
性
格
●
●

●
●
た
獅
”
‘
れ
た
■
●
―
●
●
ス
た
饉
僣
●
と

０
０
つ
０
癸
幸
〓
喘
烈
に

，
持
し
て
い
る
●
●
拘

●
ア
　
大
値
て
現
ド
“
●
豪
瑣
ｔ
行
●
て
い
０

●
か
し
　
ネ
嗜
０
０
ブ
ｏ
グ
ラ
ム
●
お
け
●
住

４
■
●
●
　
燎
φ
〓
う
い
０
た
緑
式
ヽ
の
一
つ
０

し
シ
ー
●
う
〓
な
い
　
で
●
●
”
か
に
曼

，
＾
‘

〓
棧
て
お

，
　

，
，
な
好
「
■
を
■
●
す
よ

，

よ
，
■
し

，
螢
口
０
●
観
０
●
立
一
て
い
●
　
●

か
０
●
メ
●
　
●
兼
が
■
ヽ
‘
〓
ヽ
“
‘

“^
に

，
）
〓
ホ
が
お

，
す
る
崚
の
＾
ス
ト
め
作
£
で
●

な
い
　
‘^

，
０
て
し
ま

，
）

今
や
ヽ
シ
ヽ
ル
ィ
ス
●
　
〓
木
作
品
０

，
ヽ
●

華
奎
口
φ
●
め
の
日
蒸
晨
諫
●
綺
●

，
作
品
費
と

日
本
楽
”
の
た
０
●
百
澪
農
惨

，
務

，
た
作
品
ｔ

知
●
〓
‘
が
で

，
た
　

，
，

　
日
本
書
楽
褒
３
●

〓
沐
が

，
口
て
屁
●
さ
れ
て
い
る
●
輌
●
■
●
●

持
●
て
　
ｏ
つ

，
薔
び
●
●
ｉ
栞
ら
で
あ
ろ
う

一ン
一
―

ム

メ
　

，

●

エ

ル

ン
グ

ィ
キ

ー

●
＾
　

■

一
　
´
●

´
　

，

，
■

，
デ

ル
ー

オ

ー

，

ス
ヽ

，

Ｉ
■

ヽ

‘

●
―

ナ

ス
　

，

ヽ

ス
指

揮

）
ブ

●

一
ク
ー

′
　

，

ィ

ル
の

キ

山

キ

ー

，

ス
ト

，
ｔ

つ
■

燿

イ

デ

ー

●

イ

ド

〓
同

じ

，

●
ァ

う

●
を

●
，

オ

‘

″
―

カ

ス
　

ク

，

ス
氏

は
■

，

＝
山

〓

ｆ

ｔ
め

，
　

楽

詰

″
讃

み

‘
深

一
　

鈍

い
綱

Ｉ

力
‘

絆

習

の
段

階

，
●
ｔ

い
ぐ

い
を
盛

上

イ

ヤ
行

く

　

オ

ー

タ

ス
ト

ラ

も
世

界

一

段

の
，

ｏ
　

さ
す

が

ヽ
皆

―
夕

違

う

　

終

演

社

の
パ

ー

テ

ィ

ー
で

，

っ
た

こ
Ｌ
だ

が

，
シ
ー

ラ

イ

ス
を

者

は
今

年
枷

う
ヽ

日

ｔ

共

―

,ン カー
't′ '―
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もから■■綺Z ルー
"ス
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セ
ン
ト
ル
イ
ス
か
ら
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
ヘ
　
ロ
ス
事
件
勁
発

二
月
十

一
日
　
昨
夜
の
日
賽
会
後
の

●

●
ア
ン
●
レ
で
は
大
勢
の
お
客
様

，
１
■

に
あ
ま
る
薇
静
と
英
球
ι

¨
響
壇
■
を
頂

崚
ι
　
隣
舞
会
の
奥
奮
ｔ
最
高
の
余
餞
を

そ
の
ま
ま
今
を

に
ヽ
込
４
ｒ

●
た
　
楽
４

を
積
み
搭
葉
テ
統
さ
を
済
〓
せ
　
出
発
を

行

う
ば
か
０
の
―
〓
ら
に
ア
ナ
ウ

ン
ス
が

あ

一
た
　
、
●
サ
ン
イ

ル
ス
付
さ

↑
Ｗ
九

十

一
使
は

エ
ン
ジ

ン
関
條

の
部
品
嵐
伴
た

つ
た
め
出
発
が
約
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`1人
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“
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I

て
み
た

０
と
運

，

お
楽
器
で
は
　
今
ｎ
ｆ
は
人
体
そ
の
東

こ
に
壼
し
た
記
議
ユ
ｔ

い
う
の
が
作
ら
れ

て

い
て
　
学
習
ィ
は
そ
れ
を
■

い
て
い
●

多
く
の
場
合
　
演
〓
上
の
使
■

，
１
磁
束

写
な
ら
勁
所
苺

ポ^
プ
シ
●
レ
）
や
舷
名

語
●
〓
　
脅
崇
群
な
ｉ
ｔ
名
や
書
名
請

そ
の
他
ｒ
そ
の
楽
躊
閣
市
の
楽
繹
で
あ
る

つ
の
織
“
語
は
古
く
か
ら
の
も
の
で
　
■

●
本
の
紘
を
”

い
は

，
か
ら
　
■

．
四
…

―
十
＋
為
巾
‥
き
め
　
調
子
の
如
何

に
は

あ
ら
ず
そ
れ
‘
弾
く
〓
ｔ
に
な

う
て

Ｌ
４

が
　
そ
れ
も
各
流
各
派
ｒ
役
世

に
は
少
し

ず

●
逮

い
が
で
で
き
て
い
る
　
―
餞
は
多

く
勘
所
綱
イ
　
■
Ｉ
の
も
の
は
ど
れ
も
大

止
以
後
の
も
の
‘
あ
０
　
大
体
二
本
の
線

を
ひ
き
　
そ
れ
を
●

つ
の
な

に
見
立
て
で

そ
の
上
に
ポ
ジ

ン
ョ
ン
を
な
す
で
示
し

■
線
え
の
如
く
小
節
線
て
区
切

っ
た
文
化

臓
ι
い
う
の
が
最
‘
澪
及
し
て
い
る
が

流
派

に
よ

っ
て
は
勘
所
を
和
絆
の
数
字

ひ
ふ
あ
よ
な
ど
の
餃
‘
を
平
　
片
　
変
磨

仮
名
な
ど
で
区
別
し
た

，
ｔ
て
０
る
　
尺

人
は
■
´
落
と

０
お

，
，

　
邦
楽
τ
よ
く

日

,

二
■Lil

ヽ

ヽ

ヽ
」ヽ′

′
ヽ

L
η

N

‘
‥
ヨ

ヽ
｀

ヽ
´

よJ
,



用

●
●
“
‘
口
咄
よ
的
な
も
の
を
■
餞
Ｚ

‘
記
す
も
の
で
　

，
十
ウ

エ
キ
イ
を
蒸
本

ｔ
す
る
も
の
を
　
ｏ
ツ
●
チ

，
ヒ
＾
＾
イ
）

に
よ
る
も
の
“
あ
●
　
攀
古
　
飾
山
　
‘

保
ヽ
Ｃ
各
薇
‘
少
ｔ
ギ

っ
＝
〓

一
■
●
‘

以
■
は
音
の
一出
低

●
関
ｔ
´
〓
゛
　

，
ズ

ム
を
き

，
■

，
´
　
■
奏
■
巧
つ
〓
ｔ
な

ど
で
は
　
各

々
流
派

●
１

一
´
●
■
，
４

●
た
も
つ
“
あ
る
　
栄
ふ
●
〓
↓
性
■
上

記
録
が
ｔ
場

０
　
だ
“
■
■

●
〓
‘

●

〓
“
は
人
交
性
ｔ
い
こ
ｔ
●
〓
ろ
　
じ
楽

的
‘
あ
●

‘
―
代
の
ヽ

――――
〓
〓

の
場
■
は
判

‥
し
て
　
■
青
が

，
”
る

・
ケ

，
■
ら

・

一
一
た
■
号
て
１

い
‘

　
１■
●
Ｌ
代
口
膚

の
も
の
に
な
‘
ｔ
　
ｔ

一
〓
，

●
〓
■
来

語
は
ほ
せ
ム
〓
■

い
を

い
一
■

，
●
〓
‥

で
あ
ら
　

，
ａ
は
遺
ｔ
ｔ
‘
だ
ｉ
■
●
■

Ｌ
の
〓
　
楽
語
の
最
ｔ

，
■
＝
●
〓
”
‘

価
恙
〓
い
う
こ
‥

●
■
ｔ
ｒ
〓
　
●
”
ダ

あ

´
ｔ
　
曲
が

，
●
‥
薔
び

，

●
　́
●
‘

ろ
‘
そ
れ
は
〓
必
要
‘
”
■
　
■
■

一
●

ｔ
Ｆ

‘
―
●
‘

人
だ
″
一

，
の
例
は
ム
正
”
‘
■
　

´

ｎ
″
語
も
の
″
＝
的
〓
〓
〓

●
ゴ

●
畔

す
る
が
　
こ
つ
〓

，
●
ル
■
■
ｉ
‘
■
琴

の
使
■
の
う

●
〓
―
”
ネ
訥
″
■

，
ｔ

“
楽
女
〓
―

●
●
●
１

一
一

，
■
ｆ

●
■

力
で
あ
る
　
〓
れ
な

，
●
晟
■
Ｆ
■
■
●

■
猟
発
達
せ
て
き
た
Ｉ
は
ぶ
を
早
―
タ
ー

使
●
〓
”

一
■
の

，
〓
●
う
人
●
多

一
‥

Ｊ
，
が
　
そ
の
岬
―――
〓
　
〓
●
■
索
■
■

来
で
あ

´
■
■
■
ｒ
な

，
●
た
ケ
ー
‥
〓

‘
よ
う
　
ヽ
〓
楽
語
ｔ

い
う
，
い
ｔ
ｔ
来

Ｉ
索
”
〓
■
〓
●
　
〓
”
〓
楽
●
申
‘
〓

れ
に
迪
す
る
よ
う

に
発
達
ｔ
　
ま
た
そ
れ

が
〓
の
キ
楽
″
こ
一展
さ
せ
ｔ
ｔ
の
で
あ
る

ｔ
う
え
て
¨
る
　
Ｆ
十
●
■
絲
語
〓
合
層

的
ｆ
趾
律
や
和
声
を
１
く
理

，
　

，
■

●

●
●
い
ｔ
～
ｔ
全
●
１

，
●
見
ｉ
る
　
〓

の
Ｉ
何
〓

，
‘
贅

゛
”
〓
　
＝
肝
向

■
通

用
し
´
い
‘
●
‥
‘
あ
‘
　
〓
メ
〓

一
〓

■
索
　
ｔ

，
ｔ
ｔ
キ
ー
需
●
崚
祀
刊
古
〓

ｌ
ｔ
ｔ
た
過
上
の
■
■

●
■
ｔ
ｉ
力
礎

一

近

い

よ

う

こ
‥
‘
は
な
■
´
〓
●

よ

―
見
ろ
ｔ

，

４
は

長
■
彎
を
、
本

‥
し
た
ｔ
”
ｒ
　
ｔ

，
１

＾
■
調
■

，

●
な

っ
て
い
‘
　
Ｌ
調
め
ら
な
■
十
　
■

計
の
“
鮨
ｒ
変
わ

一
た

，
十
‘
‥
人
実
●

＾
靴
く
■
‘
　
理
代
―
来
な
〓
ｆ
〓
〓

，

４
”
一則
ｔ
ｔ
使

っ
‘
Ｌ
‘
よ
う
な
■

，
＋

一一一

彙
需
ｔ

ｔ
，
も
の
は
元
■
路
〓
‥

●
，

，
ｔ
●
１
始
ま

っ
た
せ

，
′
―
●
■
●
‘

′
モ
せ

，
　
ｔ
よ
〓

●
う
”
＝
●
ｔ

●
一

■
〓
ｔ
で
あ
る
う
　
ｔ
●
■
＾
ｆ
　
●
４

告^
‘
眸
漿
演
奏
だ
ス

，
）″
Ｌ
た
す
●
‘

姜
”
ろ
‥
な
る
　
り
瓜
の
中
ｆ
覚
え

　́
●

‘
こ

●
〓
●
‘
は
じ

ｎ
‘
ｔ
　
ｉ
ｔ

，
●

´
で
ｔ
〓

っ
た

，
■
‘
　
や
が
で
他
、

●

数
，
た

，
仁
え
た

，
す
る
た

，
ｔ
必
要

●

〓
‘
　

，
れ
ま
‘
な
”

，
１
＝

＾
　
■

，

１
■

へ
を
秋
授
さ
れ
た
　
今
ｆ
ｔ
〓
●
メ

景
ｔ
Ｆ
Ｌ

●
優
れ
た
数
授
よ
ｔ
ｔ
‘
え

，

●
で
●
●
場
合
も
多

い
　
だ
が
〓
”
ろ
‘

も
俺
〓
〓
必
要
で
あ
る
　
従

●
て
来
語
〓

，
の
■
来
ι
　
件
ｒ

，
走
す
る
わ
Ｌ
子
あ

‘
　
〓
〓
ｒ

●
あ
Ｉ
●
来
の
飲
だ
０
楽
請

が
出
来
卜
″
る
こ
ｔ
●
■
る
　
そ
せ
て
水

一
田
側
を
社
る
〓
　
そ
つ
青
■

●
〓
　
椿

適
ｔ
ｔ
桑
語

＾
〓
発
達
■
ろ

１
か
ｔ
摯
彬
の
楽
山
を
ｔ
ｔ

に
祇
の
●

●
有
彩
化
す
‘
〓
い

，
〓
と
は
所
詮
無
理

●
■
で
あ
る
　
そ
の
ち

●
は
多
く
の
納
東

■
″
“
ス
●
な

，
　
ま
た
後
の
■
楽

に
は

■　
■
●
　
　
●
一
　
　
■
　
●
¨
¨
●
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

●
一　

，
　
　
一
一ヽ
　
一　
　
●

　́
一　
　
　
　́
●
´

叶
一
■

●
・
〓

，
●
「
〓

・
，
ヽ
　
■
ヽ

´
　

　

〓

４
●
●

一
■
４
■
人

〓
●
●

一

１
，

　
―
■
―
　

「

一
ヽ
り
ヽ
〓
　
　
＾

¨

１

ギ

ｌ

　
ｌ

ｉ

ｔ
●
■
―――
一
１

一
　

一一
，

一■
■
ｉ
〓
共

●
１
　
一
■

′
　
　

一
■

一
■
〓
　
ヽ
ｔ
嵩

‘
●

，
●

一　
　
一　
一̈

一
一一̈
一一一
一　
¨
一
一
一　
一
一
　

一一

●
〓

―
〓

■

一
●

●
―
――‐
■

一　
　
　
　
　
　
一̈
一　
　
　
　

　̈
一
　
■

，
一　
一
´

‥

●

１

　

，
　

■

ｌｉｌ

〓

１́

●

〓

●
　　一　　　　　　　　　　　一一
●
　　　̈
　
　
　́　　　　　　　　　　
一　　　
一

一　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一　
一　
　
ヽ

一一
　
一

一
一
　

　

　

一
一
　

　

一
　

　

´

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
「　
　
　
　
一　

，
　
　
一

一　
　
　
一　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
一

　̈
　
　
　
　
　
　
　
一

一　

　

　

　

　

　

　

　

一

一

一

一　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

―

一一
　
　
¨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一

●
　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

，

一一
　
　
　
　
一
一　
　
　
一　
　
　
　
一一　
　
一
¨

一

一

一

　

一
，

　

　

一

　

　

　

　

一

一　
　
一　
　

，
　
―
●
　
一　
¨
、
一●
●

，一
一　
●
●
●

●
一　
　
　
一
１

，
　
　
　
　
　
■
　
●
一
　
●
●
¨

‥
　

１

　

　

　

■
■

■
●

〓
■

■
一

●
ヽ
　
　
　
一
ｉ
〓
　

〓

＾
，

■
■
――
●

´
■
＾

′
　
〓
ｌ

　

ｉ
４
■

●

・
〓

〓
〓

■
■
―

■
，

ｔ
，
，
　
，
・
Ｉ

¨
喘

ィ
■

●
ｔ
ｉ

　
´
●
〓
■
一

，
‘

一
　

・

ｉ
　

ｔ

針̈
〓
‥
●
１
１
ｉ
ｔ
●
ｔ
ら
■

が
可
能
‘
あ
ら
う
”
　
展
■

●
は
歌
―
の

側
性
の
み
〓

，
ギ
　
■
●
や
ヵ
言
　
乱

，

〓
の
他
的
■
の
も
の
“
あ
‘
　
「
１
０
人

が
，
れ
″
叉
て
元
の
―
の
メ
浮
”
び
Ｉ
Ｆ

っ
，

こ
な
０
「
ぼ
　
え
全
ｔ
記
録
‥
ｔ
吉

え
な

い
と
ｔ

，
　
ｔ
●
ｔ
〓
”
″
而
は
今

ｒ
〓
球
青
〓

●
う
も
つ
″
鶴
常
‘
　
ｔ
十

ｔ
〓
“
キ
楽
ｎ
卜
を

，
の
１
ま
記
無
‘

，

る
こ
ｔ

，
■

一
た
の
子
　
解
決
を
み
た

一

う
で
あ
る

こ
，
ｔ

，
こ
と

，
ヶ
ｌ
合
わ
せ
で
み
‘

‥
　
型

，
の
■
曲

”
楽
略
ｔ

●
，
こ
〓
ζ

円
電
が
多

●
の
で
は
■
●
”
ｔ
思
う

つ
〓
／
ラ
フ
的
な
楽
語
の
■
人
で
あ
る

も
う
Ｌ
●
資
に
青
黎
う
分
野
‘
は
こ
”
絆

”
輩
語
〓
用

い
●
れ
て

，
て
　
■
ご
材
譲

と
な

●
て
●
る
と
は

い
う

，
０
■

本
”
が

来
幕
●
■

●
Ｉ
ｔ

●
十
‘
●
〓
そ
■
方
ユ

ｉ
■
一
●
●
思

，
″
で
あ
る
　
特

●
ｔ
ｌ

許
著
月
＾
●
１
洛
●
〓
●
場
合

に
〓
撻

ｔ

　́
●

，
●
　

”
〓
ち
鬼
〓
〓

・
●
い
う
す

―
■

一
■

，
　
世
”
中
は

，
，
ｔ

，
―
タ

■
ヽ
〓

″
，

あ
‘
　
●
―
フ
●
を
使
う
よ

，
●
●

，
と
、
―
夕
‘
ゴ
簿
す
●
時
代
‘

あ
る
う

も
，
　
●
‘
近
颯
●
‘
楽
〓
余

，
ｔ
ｔ

投
巧
的
ｒ
ま
た
作
山
者
”
息
思
″
弥
て
出

過
γ
で
い
る
　
■
楽
‥
い
う
も
の
は
　
も

´
ｔ
済
“
者
■
●

―――
を

，
ｉ
‘
ヽ
さ
‘
な

■
，

ろ
う

，
　
■
代
Ｆ
楽
●
〓
印
興
３
奏

を
重
被
ｔ
ｒ
い
‘
の
が
‘

●
″
　
そ
■
に

，
‘
は
な
‘
ι
ι
　
将
ス
の
――
―――
ゃ
．
共

に
は

，
ｉ
ｔ
法
ｔ
●
ｔ
世
う
の
は
私
　
人

で
〓
ｔ

，
あ
う
　
〓
ι
〓
‥
■

一
大
量
一

の

一
う
●
　
初
心
４
‘
弾
●
　
‘
人
‘
ス

テ
ー
ジ

に
出
せ
‘

一
―
″
面

ｔ̈
請
ｔ
●
”

て
あ
る

■



日
本
語
の
言
語
学
的
な
問
題
と
い

う
こ
と
が
民
俗
音
楽
の
基
本
に
な

る
べ
き
も
の
な
の
に
、
日
本
で
は

全
然
無
視
さ
れ
て
い
ま
す
．

平
ル
確
′
氏

→平井澄子

休
止
待
が
つ
く
。

た
―
●

●
発
ょ

〓
ι
で

い
な

，

■
，

■

‘
の
位
置
す
変
わ

´
て
て
る
〓
＝
の
中
の

形
も
■
●

，
１
＋
あ

つ
　
■
を
う
て
ス
に

引
●
ば

Ｓ
〓
‥
な
る
●
れ
じ

こ
を
そ
カ

″
カ
ン
ト
が
入

っ
て
来
る
１
１
本
語
の
発

書
で
は
出
な

０
か
―
＝
本
語
の
発
吉
は
駄

●
だ
と

●
う
た
懇
！
ｆ

い
´
ち

や
っ
て

Ｕ
本
語
の
発
斉
を

ヨ
ー
●
●
パ
Ｌ
の
た

，

ｔ
変
え
る
訳
‘
す
ね
　
ｕ
本
語
を
変
え
ち

，
一
た
え
て

，

そ
う
い
う
青
■
数
育
を
受

●
て
き
た
人

た
ち
が
等
山
罪
な
ど
の
大
半
を
占
め
て
い

る
ん
で
す

田
お
　
な
る
は
ど
　
筆
山
界

●
ま
ぐ
人
さ

な
影
響
を
及
ぼ
ｔ
て
い
る
ん
で
す

０

何
語
で
も
な
い
「ア
』
は

存
在
し
な
い
。

平
丼
　
　
十
数
年
前

■
言
語
〓
”
学
会
ｔ

●
う
全
臓
τ

●
邦
楽
の
発
″
ｔ
発
声

に
つ

い
て

，
ξ
範
す
る
研
究
え
々
会
が
あ

っ
た

人
”

い
る
出
冷
■
の
中
の
あ
る
サ
者
ｒ
臓

‘
す

，

の
争

が
あ

●
て
以
来

一“
は

――
ム

語

の
事

を
う

え

ｔ

よ
う

●
Ｉ

●
た

ん
で

，

ず
か
し
い
。

等
間
隔
に
弾
く
こ
と
は
恥

日
本
題
に
は
頭
に
小
さ
な

平
書

す
よ
　
●
　
ぽ
く
一
と
ヽ

●
し
ゃ
０
た
で
し

ょ
う
　
英
語
や
ド
イ
ン
語
の
よ

，
〓
娘

に

強
ｍ
が
ネ
な

い
＾
‘
寸
　
今
掌
枚
の
青
楽

ｒ
●
饉
〕
強
弱
‘
枚
え
て
０
る
‘
ι

＾
う

日
本
語
は
違
う
え
て
す
　
日
本
古
楽
‘
違

う
人
で
す
が
　
■
使

の
唱
歌
の

，
デ

ム
の

●
，
こ
李

，
た
０
強
弱
の
リ
ズ

ム
に
置
換

え
～
れ
ヽ

●
う
ん
で
十

一

田
村
　

，
の
〓
と
は
人
問
題
で
古
榮
の
原

■

に
係
‘
〓
と
で
す
ね

平
丼
　
そ
う
な
ん
で

，
　
日
本
語
の
，
¨
語

撃
的
な
問
題
ｔ
い
う
こ
と
Ｊ
民
俗

，
来
め

本
本
に
な
ら
、
さ
も
の
な
の
に
　
――
卜
で

は
全
然
憮
茂
さ
れ
て
い
１
オ

日
本
語
の
発
音
を
変
え
る

ベ
ル
カ
ン
ト
唱
法
。
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田
村
　
ｔ
Ｈ

〓^
――
ニ
ー
六
１
一
の

，
，

イ
タ

ル
を
綸
”
せ
て
彙
―
　
特

●

、
切
支

＝
造
Ｌ
寺
・
に
は
人
責
驚

，
ｌ
ｔ
ｔ
　
■

■
た
生
や
す
出
暫
労

，
ん
ら
■
●

ｔ
ｔ
的

■
が
●
‥
ｉ
ｔ
ｔ
ｔ
　

，

●
グ

，
や

，

プ
ラ
オ
ン

，
イ

、
一
●

，
お
群
〓
わ
●
一“

し
よ
う
●
■

●
晃
■

●
構
■
１
■

●
〓

一

―
一
ゃ
０
ま
ｔ
た

ま
■
■
■
三
高
ヽ
食

　^
１
●
人
Ｈ
一

の
時
０
北
一ツ
ロ
秋
■
●
〓
ら

，
■
人
ｔ
辛

嗜
ｉ
ｔ

一
一
七
イ
　
ー

「
■

，
さ
ん
の
た

●
　
１
４
●
´
七
´
　

，
　
，
ヽ
工
十

″
，
＾
´

■
　

，
，

時

″
，
，
一
　

，

■
‘

一
●
ホ

〓
来
〓

，
事
語
■
■
●
■
・　
お

´
ｔ
″
´

平
丼
　
日
村
さ
ん
を
な

，
オー
楽
器
の
こ
と

や
集
団
の
■

に
つ
い
て
お
話
を
し
て
み
た

い
〓
思

一
て
い
ま
し
た
の
‘
Ｏ
Ｋ
し
た
の

‘
す
か
ら

田
村
　
、●
索
現
に
●
発
行
責
任
ξ
日

，
■

談

●
―
ナ
ー
●
登
場
す
る
こ
を
に
は
狐
■

が
め

，
１
し
た

4ヽ

´

Ｌ
ｔ
■

一
‥
女

，
■
●
で
　
ｔ
た
●
■

●
本
〓
索
■
直

，
，

長

¨
■
”

″
　

一

一一
　

，１‐
，
■

一
た
■
＝
●
■
〓
〓

・
〓
■

メ
　
ｔ
上

”
一
二
●
■
語
桁

一
■

一
●

つ
●
ロ
ト
を

，
―
■

●
る

●
〓
　
１
＋

今
＝
〓

●
ス
た
な
側
理
●
つ
●
●
‥

，
■
ヽ

■
―
〓

話
を
―
´
致
ｉ
ｔ

，
っ
た
●
〓
す

一

。   /´
/

■

，



田村拓男

西
洋
音
楽
の
ベ
ル
カ
ン
ト
唱
法
の

移
入
も
日
本
語
の
発
声
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
ね
。

口
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拓
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．
　
　

　

　

一

　
●

日
本
で
は

邦
楽
の
う
た
え
な
い

音
楽
教
育
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し
て
い
る
。

一十
一一　
　
　
　
　
一

一　
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●

t i

ロ
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記五
号 線
と譜
しも
て 日

0

田

村

　

●

ｒ

●

〓

　

■

１

〓

■

●

〓

■

，
■

´

　

●

「

一̈

■

´
　
一
●

●
一
●

●

　

●

．
一
●
■
●
■
■

―
ヽ
●
●

一
　

・
　

■

―

〓

　

ｔ

●

■

，

一
●

〓

，

　

■

　

＾

１
´

，

〓ヽ
■
一■

〓

１

　

・
　

‥

，
●

ば
薔
一型
が
出
て
く
‘

平
井
　
」
違
う

‘
せ

，
つ
　
〓
―

１
不
■

‐――
〓
」
　
‐ｉ
‐―ｌ
ｌ
ｔ

●
て

ｒ
■
よ
　
ｔ
し
そ

，
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

■
ｒ

，
本
語
を
■
く
〓

・
，

絶
■

●
一●
い
〓
ヽ
卜

，
な

，
‘
●
十
　
一
４

サ
‘
■

０
た
――
ネ
ズ
を
‐―
夕
人
メ

ー
　
誤

，
な
く
＝
本
語
‘
乱
‘
イ

で

も

外

国
人

が

詫

し

ｔ
ｎ

，

た

ち

が
知

●

で

‘
英

語

な

う

フ
ラ

レ

ス
語
な

，
ド

イ

ン

行

な

，

の
春

覚

‘
読

し

…

…
　

こ
れ

は

１

拿

議

と

は
ほ

ど
途

」
も

の
了

す

　

榮

■

せ

文

字

を

は
同

じ
ｒ

ｔ

一
　

あ

‘
意

味

ｒ

は

田
材
　
社
は
Ｆ
余
を
地
強
ｔ
‘
米
〓
ｔ
た

●
‘
洋
来
を
通
ｔ
ｒ
■
楽
を
見
　
牽
帯
“

■
裡
的
■
●
え
を
“
え
¨
●
４
●
た
ｔ
！

●
〓
■
　
楽
澤

●
■

●
で
あ
る
Ｆ
摯
　

，

■

＾
　
狙
弱
な
ど
は
地
村
的
●
４
の
だ

０

八
ヵ

，
４
ζ
丼
間
【
で
な
――
れ
Ｉ
〓
―
〓

一
　
躾
姉
ル
や
〓
メ
ｔ

，
楽
“

●
■

●
●

〓

●
離
０
や

つ
て
は
」
●
な

い
よ
イ
オ

ー
の
点
′
キ
て
の

，

●
―
ヤ
ー
が
●
山
″

炊

●
ア
ド

，
プ
古
奏
を
十
る
の
を
せ
て
ヽ

ｌ
ｔ
ｌ
■

´
ｔ
〓
‥
‘
あ

，
１
す
　
た
Ｉ

↓
ｔ
■

・，
，
サ
イ

，

ル
ｆ
歌
わ
れ
た
Ｏ
Ｈ

身

”
年
七
を
来
絆
ｆ
ｉ
見
せ
〓
十
‥
　
＝

”
■
●
や
人
分
■
存

の
場
ι
●
ｇ
■
イ
■

●
‘
あ
０
ま
す
が
　
実
際
●
■
わ
れ
る
場

卜

に
〓
　
〓
〓
ｔ
ｒ
椒
瞥

に
は
●
一
た
●

■
“
餃
炒

●
ず

“
た

，
ｔ
ｉ
〓
す
１
●

そ
の
ｔ
■
の
■
わ
れ
た
通
，
を
餃
野
―――
‘

可
ｔ
■
プ
薇
語
ｉ
ｎ
■
稟
語
が
あ

つ
ｔ

■
餃
し
て
み
る
‥
〓
て
も
面
白

Ｌ
＾
ｒ
ｔ

ｔ
生
ι
冑
山

●
発
想
」
で
」
ヽ

つ
し
や
る

な
と
い
う
惑
し
了
十
　
本
米
　
″
榮
が
■

ｉ
ｔ
た
　
日
本
‘
‘
邦
凛
い
う
た
え
な

０

よ
束
数
●
〓
１
■
●
〓
え
ｒ
十
ｈ
　
ｉ
年

田
村
　
〓
■

に
な
ア
イ

，
力
螢
族
も
あ
，

ｉ
■
夕
　
実
睦
■
は
単

一
民
質
ｆ
〓
ね

〓
つ
ホ

■
よ
る
盤
性
の
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メ
あ
る
の
で

‘
■

●
ｒ
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う
●

平
井
　
民
族
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枚
１
の
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肇
や
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迫
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０
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験
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４
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植
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ｉ
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概
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フ
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ヨ
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，
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０
合

っ
て
ｏ
‘
お
‐―
で
ι

●
，
　
そ
れ
だ
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の
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は
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●
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ｋ
ｔ
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¨
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■
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〓
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“
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●

■
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■

■
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＾
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＋
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■
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■
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薇

´
ヽ
■
¨
一
一

■̈

　
，

―
●

　

´

‘
●
〓

１
●

¨
ヽ
■

，
■

一
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０
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―
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■
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一
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■
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●
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一
ヽ
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一̈
一
ｒ
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■

■
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■
■
■
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＝
■
●
Ｉ
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■
張

＝
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■

●
―
〓

¨
´
●
■

ヽ
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―
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一
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４
●
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＋
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＝
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■
■
●
〓
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〓
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一

邦
楽
シ
ャ
ー
ナ
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●
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景
　
＝
∵
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腟
」
７
＾

●
れ
た
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青
榮
表
青

に
お
●
●
＾
楽
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野

を
ｔ
夫
十
る
た
０
め
要
望
■
一
は
　
た
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ち
●
梅
力
者
会
黙
‥
中
ヽ
ズ
４
人
臣
●
血

機
Ｆ
ぬ
ｉ
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■
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の
運
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発
■
〓
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●
Ｉ

●
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´
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を
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〓

，
１１
●
地
‘

展
開
さ
＾
　
１
■
大
会
亀
４
年
―

●
　
全

国
の
■
　
中
ギ
ｋ
『
５

●
飩
―

＾
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●
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＾
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；
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Ｋ
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瀾
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懲
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ｉ
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ｉ
■
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ｋ
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■
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０
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Ａ
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４
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ｒ
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■
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■
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Ｐ
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篠
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´
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